
HORMONE FRONTIER IN GYNECOLOGY　VOL.26　NO.3　2019. 9　67（223）

特 集

Female genital tract の
収縮を再考する

　子宮収縮の評価法として，子宮内腔に挿入し
た圧トランスデューサーや，超音波および動画
MRI（cine MRI）による方法がなされてきた1）。こ
の運動の頻度および方向は月経周期によって大き
く変動することが知られている2）。特に月経期お
よび排卵期に子宮収縮の頻度が大きい。月経期
には子宮底部から頸部方向に運動することで，
月経血を子宮内腔より排出する作用があると考え
られている。また，排卵期は子宮頸部から底部に
向かって運動することで，精子を汲み上げる働き
をしていることが考えられている1）。一方で着床
期には，子宮内膜の運動はほとんどみられなくな
る1）3）。その意義として運動を抑制することで，
胚の子宮内膜への着床を促していることが予想さ
れている4）。これら子宮内膜の蠕動様運動は女性
ホルモンにより制御されており，エストロゲンは
運動亢進に，プロゲステロンは運動抑制に寄与す
ることが知られている5）。

　子宮に器質的異常を認めない不妊症患者を対象
に超音波断層装置を用いた子宮内膜蠕動様運動の
報告がこれまで多くなされている。Fanchin らは
体外受精-胚移植（in vitro fertilization ‐ embryo 
transfer；IVF-ET）患者の採卵周期の胚移植時に
子宮内膜運動回数と妊娠率を比較し，運動回数
が少ないほど妊娠率が高くなり2）6），また血中プ
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子宮筋腫を伴う子宮の収縮
非妊娠時におけるヒト子宮収縮の観察（1）

　着床時，子宮内膜の蠕動様運動は減少することが
知られている。この事実に基づき，不妊治療として
オキシトシン受容体のアンタゴニストが妊娠率向上
に寄与するとのメタアナリシス解析による報告が複
数ある。また，われわれは筋層内子宮筋腫の一部に
は異常子宮内膜蠕動様運動を誘導することで不妊症
の原因になっている可能性，および子宮筋腫核出術
の与える効果について検討を行ってきた。
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